
 京みやこのアジェンダ21フォーラム ワーキンググループ紹介 
 企業活動ワーキンググループ（WG） 

 
● 活動目的  京都市内における中小事業者の環境活動（グリーン・エコノミック・ネットワークづくり）を促進することを目的としています。 
 
● メンバー紹介  企業の現役・ＯＢをはじめ、市民、ＮＰＯ、行政の関係者、グリーン・エコノミック・ネットワーク、中小事業者への環境活動支援等に関心をもつメンバー等が集まり、自由で独創的な企画について活発な議論を展開しています。  会議への出席等、どなたでもWG活動にご参加いただけます。  
● 会議等について  ＷＧ運営会議は年２～３回程度、平日9:00～17:00に開催しています。それ以外にプロジェクトチーム会議や、プロジェクトの実働作業などを行っています。  
● これまでの主な活動  1999年にWGを設置して以来、様々な活動を行っています。 ① 「ＫＥＳ」審査登録制度創設、普及拡大。2008 年 3 月末、審査登録件数が全国で 2000件を達成。 ② 環境報告書（「かんきょうレポート」）のひな形の作成、普及に向けて活動。活動の一環として、「ＫＥＳ審査・登録事業所の環境取組事例集」を発行。 ③ 中小事業者が取り組める CSR の一環として、学校区を中心とした地域で、事業者、学校、住民が連携して環境の取組を行う「京都環境コミュニティ活動（KESC）」の仕組みづくりに向けて、現在活動中。  
● 現在進行中のプロジェクト  2007年度から、「京都環境コミュニティ活動（KESC）プロジェクト」を行っています。これは、中小事業者のCSRの一環として、学校区を中心とした地域で、事業者、学校、住民などの各主体が協力して、環境問題を解決する仕組みづくりを目指すというものです。  パートナーシップ組織であるフォーラムらしく、事業者、ＮＰＯ、京都市の各部局（京都市教育委員会、産業観光局林業振興課、総合企画局地球温暖化対策室）など、様々な主体の参加協力を得て実施しています。  2007年度には、「自然エネルギー環境学習チーム」、「交通環境学習チーム」、「市民共同おひさま発電所づくりチーム」、「水源の森づくりチーム」の4つのチームが、それぞれ活発に活動を展開しました。  ○（活動例１）自然エネルギー環境学習チーム   ―京都市立藤ノ森小学校（伏見区）4年生に、45分の出前環境学習「地域で働く人達と『でんき』



について考えよう」を実施（2006年度、2007年度）―  電気に係わる仕事をしている5つの事業者がチームを組み、合同で1つの授業プログラムを作りました。児童たちに、エネルギーの大切さや、環境負荷の少ない自然エネルギーのこと、地域の事業者が地球温暖化防止に取り組んでいることを伝えました。保護者の方々も見学しました。 
 

様々な実験機材が登場。 
 

地域からはじめよう！人にも地球にもやさしい 電気をふやそう！  ○（活動例２）市民共同おひさま発電所づくりチーム  「市民共同おひさま発電所」とは、京都市にあるNPO法人きょうとグリーンファンドが始めた取組で、市民、事業者等が寄付金を出し、保育園等の屋根に太陽光発電パネルを設置するものです。このチームでは、事業者5社が京都市伏見区醍醐の「つくし保育園」におひさま発電所設置のための寄付を行ったほか、バザーやお祭りに参加し、園児や保護者の方々と触れ合う機会を持ちました。 
 

点灯式で、児童たちと記念撮影。 
  

バザーで、太陽光で動く電車の模型を展示。  2008年度は、京都環境コミュニティ活動（KESC）プロジェクトの2年間の試行実施から見えてきた課題を踏まえ、持続可能な実施体制の検討や、方向性の合意形成を進めていきます。  また、製造業以外の事業者にＫＥＳを広める方策等、中小企業の環境活動の支援方法について検討を行っていく予定です。  
● ウェブサイト  フォーラムのウェブサイトの「企業活動ＷＧ」のコーナーで詳しい活動紹介を行っています。  http://ma21f.web.infoseek.co.jp/02wg/business/businesswg.html 
 
● 連絡先 京みやこのアジェンダ21フォーラム事務所（担当：小山直美） 〒612-0031 京都市伏見区深草池ノ内町13 京エコロジーセンター内 TEL 075-647-3535 FAX 075-647-3536 E-mail ma21f@mbox.kyoto-inet.or.jp 


